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１．研究開始当初の背景 

ブランド・マネジメントにおいて、ブラン

ド・リレーションシップの構築の重要性が問

われて久しい。消費者行動研究において、ブ

ランド・リレーションシップという概念に着

目し、初めてその理論化を試みたのは、

S.Fournier(1994, 1998)である。彼女の 1998

年の論文は、その後の多くの消費者行動研究

者に影響を与えた論文の１つといえる。 

筆者はこれまで、ブランド・リレーションシ

ップに関する研究を中心に研究を行ってき

た。具体的には、ブランド・リレーションシ

ップ研究のレビュー及び課題の整理（畑井 

2002, 菅野 2011a, 2011b）、ブランド・リ

レーションシップ測定尺度の開発（畑井 

2004）、ブランド・リレーションシップ形成

とアイデンティティとの関連（菅野 2008）、

価値共創がブランド・リレーションシップに

与える影響に関する研究（菅野 2012）等の

研究がある。これまでの筆者の研究から明ら

かになったことは、ブランド・リレーション

シップとは、４つの構成概念（親しみ、信頼、

自己表現、愛着）で捉えられること（畑井 

2004）、ブランド・リレーションシップ形成

に影響を与える要因として、アイデンティテ

ィとの結びつきがあること（菅野 2008）、

ブランド価値共創がブランド・リレーション

シップに与える影響（菅野 2009, 2012）等

である。 

 ブランド・リレーションシップ研究を進め

ていく中で課題として挙げられたことは、ア

メリカを中心として発展したブランド・リレ

ーションシップ研究が、今では様々な国の研

究者によって進展していく中において、当該

概念の捉え方が研究者によって一様ではな

いことである。その違いは当該概念を捉える

アプローチによる差も影響しているが、国

（文化的要因や社会的要因等）による違いの

差も影響していると考えられる。例えば、ブ

ランド・リレーションシップの測定尺度の開

発の研究では、消費者とブランドの関係性を

対等な関係として捉える欧米の研究（例えば

Fournier 1998）、消費者とブランドの関係性

を同一化として捉える日本の研究（例えば久

保田 2010）などがある。これらの関係性の

捉え方の違いは、その国の独自の文化的要因

や社会的要因を反映したものとして考えら

れる。しかしながら、これまでのブランド・

リレーションシップ研究においても、消費者

とブランドの関係性がどのように違うのか

について、国際比較の視点から扱った研究は

ほとんど見受けられない。 

ブランド・リレーションシップとしての消費

者とブランドとの関係性は、その国の文化や

社会、経済、といった様々な要因を反映した

ものとして捉えられる。本研究では、国際比

較という観点から、ブランド・リレーション

シップについて考察を行うことで、国による

それらの捉えられ方の特徴、違いや共通点を

明らかにしていくことを目的としている。 
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２．研究の目的 

本研究の目的は、日本・アメリカ・欧州で

のブランド・リレーションシップの文化差に

よる比較を行い、国によるブランドと消費者

の関係性の違いや共通点について明らかに

することにある。これに当たり、本研究は具

体的な４つの研究課題から構成される。まず

第 1 の課題は、これまでのブランド・リレー

ションシップ研究について、文化差という観

点からのレビューを行い、それらの特徴や違

い、共通点を明らかにすること、また、それ

らの違いに与える社会的背景を整理しまと

めることである。第 2 の課題は、ブランド・

リレーションシップの違いについての仮説

を導出し、定性調査によって検証することで

ある。第 3 の課題は、ブランド・リレーショ

ンシップを測定するための共通尺度を作成

し、定量調査によってその捉えられ方の文化

差の比較を行うことである。 

 
３．研究の方法 
平成 25 年度には、第 1 課題（これまでの

ブランド・リレーションシップ研究に関わる

既存研究ついて、文化差という観点からのレ

ビューを行い、それらの特徴や違い、共通点

を明らかにすること、また、それらの違いに

与える社会的背景を整理しまとめる）、平成

26 年度には、第 2課題（ブランド・リレーシ

ョンシップの違いについての仮説を導出し、

定性調査によって検証する）、平成 27 年度に

は、第 3課題（ブランド・リレーションシッ

プを測定するための共通尺度を作成し、定量

調査によってその捉えられ方の国際比較を

行う）に取り組む。また、それぞれの成果に

ついては、毎年、論文もしくは学会報告とし

て公表するとともに、最終的には、これらの

研究課題を統合させ、論文としてまとめてい

く。 

 
４．研究成果 

 平成 25～26 年度は、文化心理学における

消費者行動に関連する既存研究についての

レビュー、仮説の導出および調査の実施を行

った。特に本研究では、消費者とブランドの

関係性を探るための鍵概念として「トランジ

ション（節目・転機）」に着目し、トランジ

ションによって日本の消費者とブランドの

関係性がどのように形成されるのかについ

ての調査分析を試みた。これらの結果は、

Global Marketing Conference2014および平

成 25 年度日本商業学会全国大会にて学会発

表を行った。その後、論文「トランジション

とブランド・リレーションシップ～トランジ

ションを乗り越えるブランドは何が異なる

のか～」（『マーケティング・ジャーナル』141

号、vol.36, No.1, 2016 年）としてまとめた。  

平成 27～28 年度は、日本のユニークな消

費文化の１つとして挙げられる「かわいい」

消費行動に着目し、定性データを用いて、日

本人女性のアイデンティティ形成と「かわい

い」消費との関連についての分析を行った。

それらの成果は、Association for Consumer 

Research で報告を行った（Suzuki, Satoko, 

Saori Kanno, Kosuke Mizukoshi, and 

Yoshinori Fujiwara, ”Consuming “To Have 

No Self”: Consumption in Japanese 

Women’s IdentityWork,” Advances in 

Consumer Research, vol.44, 348-352, 2016）。 

さらに海外の研究者と共同で、米国・フラン

スでの調査計画の立案を行った。ここで特に



着目したのは、トランジションにおけるセル

フ・ギフト（自分へのプレゼント贈与行動）

である。米国・フランス・日本における調査

はほぼ終了し、現在データ分析を行っている

ところであり、今後、論文としてまとめる予

定である。 
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